
災害廃棄物処理工程の概要災害廃棄物処理工程の概要災害廃棄物処理工程の概要災害廃棄物処理工程の概要

被災現場 １次仮置場 ２次仮置場 処分（県内）

≪１次仮置場箇所数≫

・１１市６町

・総数 ９５箇所

≪役割≫

・処分ができるまで

一時的に廃棄物を

保管する

・処分に向けて廃棄物

を簡単に分別する

【土砂・がれき類】 約１８４万t（約１０８万m3
）

・広島港出島埋立第３工区≪県≫ （残容量：約120万m3
）

・尾道糸崎港貝野地区≪県≫ （残容量：約 28万m3
）

・広島港出島埋立処分場≪県≫ （残容量：約180万m3
）

・福山港箕島地区埋立処分場≪県≫ （残容量：約 17万m3
）

【流木・木くず】 約２万t

・産業廃棄物破砕施設≪民間≫

【コンクリートがら】 約７万t

・産業廃棄破砕施設≪民間≫

【その他可燃物】 約２万t

・一般廃棄物焼却施設≪市町≫（受入可能量：約37万t/年）

【不燃物】 約１万t

・一般廃棄物埋立処分場≪市町≫ （受入可能量：約139万t）

【金属類】 約１万t

・売却

（受入可能量：約237万t/年）

被災現場からの撤去 １次仮置場の設置・運営 １次仮置場の撤去（順次） ２次仮置場の運営災害廃棄物の処分H30.12 H31.12H30.7 H30.8

建設解体廃棄物
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・緊急対応が必要な災害廃棄物（混合廃棄物）については，県外の事業者を活用する（三原市）

・市町の意向を確認後，２次仮置場の場所，規模等を判断する

【廃棄物混入土砂】

約１８４万t

【流木】

約２万t

【廃家財等・

建設解体廃棄物】

約１１万t

※処理期間の目標は基本方針で定める

（残容量合計：

約345万m3
）


